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1. 2024年3月期の業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 3,850 1.4 936 6.9 986 6.6 674 3.4

2023年3月期 3,797 1.9 875 1.0 925 1.2 652 △12.0

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 営業収益営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 64.86 ― 10.6 12.8 24.3

2023年3月期 62.59 ― 10.5 12.4 23.1

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 ―百万円 2023年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 7,641 6,356 83.2 619.45

2023年3月期 7,726 6,312 81.7 605.64

（参考） 自己資本 2024年3月期 6,356百万円 2023年3月期 6,312百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 867 30 △660 2,137

2023年3月期 1,294 △526 △418 1,900

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00 469 71.9 7.5

2024年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00 465 69.4 7.3

2025年3月期(予想) ― 20.00 ― 25.00 45.00 66.0

3. 2025年 3月期の業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,982 3.4 977 4.4 1,021 3.6 700 3.8 68.21



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　有

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 11,325,000 株 2023年3月期 11,325,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 1,062,875 株 2023年3月期 902,642 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 10,399,138 株 2023年3月期 10,422,369 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。詳細につきましては、決算短信（添付資料）５ページ「今後の見通し」をご覧ください。

２．当社は2024年５月15日（水）にアナリスト・機関投資家・報道機関向けにWEB説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明会資料については、開
催後当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①業績

当事業年度における我が国経済は、新型コロナウィルス感染症の５類移行をきっかけに社会活動や人的移動が

漸く活発化し、先行きに明るさが見え始めましたが、欧州ならびに中東での軍事紛争の長期化が国際経済同様、

国内経済にも不透明感を与え、またインフレーションが進む米国との政策金利ギャップにより急速に円安が進み

ました。

不動産流通業界におきましては、低水準を維持している住宅ローン金利、とりわけ変動型金利に下支えされ、

居住用物件の購入需要は底堅いものが見られましたが、一部には価格高騰に対する購入意欲の減退も見られ、市

場在庫は増加傾向に転じました。特に郊外部において価格調整局面にある新築戸建てについては、需給バランス

に明らかな潮目の変化が見られました。

一方において、都市部においては潤沢なマネーサプライが更なる不動産価格の高騰を招いているという一面も

あり、特に収益物件を中心にインバウンドの取引が活発に行われました。国土交通省による2024年地価公示では

全用途平均が３年連続で上昇しており、前年比2.3％の上昇は2008年のリーマン・ショック以降最大の上げ幅とな

りました。

しかしながら、日銀は当年度末にマイナス金利政策の解除を含む大規模緩和政策からの転換方針を示しており、

今後の金利上昇が予想されると共に、資材価格および労務費上昇に伴う建築コストアップ、消費者物価指数の上

昇等、事業環境は様々な不安材料を抱えていると言えます。

このような中、当社としては既存フランチャイズ事業基盤の強化と市場競争力の向上を図るためにセミナーの

開催や新商品・サービスの拡充に取り組んでまいりました。

まず、加盟店向けに本部方針を伝える春の戦略会議を開催しました。会議では、「事業拡大に向けた幹部人材

の育成と多店舗展化戦略について」をテーマに幹部人材育成と多店舗展開に成功されている加盟店経営者による

パネルディスカッションを開催しました。

その他、基幹システムである21Cloud顧客管理システムでは、スマホ・ダブレットでの確認作業の容易化や、

SMS・LINE経由での顧客管理を徹底するための機能追加を行いました。

更に、賃貸契約時の初期費用分割決済サービスの提供を開始しました。初期費用に関する新たな選択肢「QR 分

割払い」を提供することにより、賃貸契約時の初期費用を分割払いできる選択肢を得られることになり、より一

層の顧客の利便向上を図りました。

また、元日に発生した令和６年能登半島地震に対しては被災地の一日でも早い復興を願い、有志加盟店の協力

の下、災害義援金を石川県に送りました。

当社は引き続きフランチャイズの機能とブランディングの強化に取り組んでまいります。

このような状況のもとで、当社の営業収益は、サービスフィー収入が3,313百万円（前年同期比1.6％増）、Ｉ

Ｔサービス収入が313百万円（同2.5％増）、加盟金収入が157百万円（同1.1％減）、その他が67百万円（同8.5％

減）となり、全体としては3,850百万円（同1.4％増）となりました。また、営業原価は、951百万円（前年同期比

0.5％増）となりました。販売費及び一般管理費は、貸倒引当金繰入額の増加等があるものの、機器保守料や広告

宣伝費等が減少したことにより、全体としては1,963百万円（前年同期比0.6％減）となりました。その結果、営

業利益は936百万円（前年同期比6.9％増）、経常利益は986百万円（同6.6％増）、当期純利益は674百万円（同

3.4％増）となりました。
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②販売の状況

前事業年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）における加盟店数の地域別

並びに営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下の通りであります。

（単位：店）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

新規加盟店数 25 20 13 8 7 73

退店(解約)数 18 31 3 2 2 56

事業年度末
加盟店数

462 338 97 79 32 1,008

前年同期比(％) 101.5 96.8 111.5 108.2 118.5 101.7

（単位：千円）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

サービスフィー収入 1,829,152 1,004,204 212,343 160,180 53,961 3,259,843

前年同期比(％) 103.6 107.5 102.7 107.4 122.4 105.2

ＩＴサービス収入 305,568 － － － － 305,568

前年同期比(％) 89.0 － － － － 89.0

加盟金収入 73,605 53,891 17,562 8,767 4,975 158,802

前年同期比(％) 70.0 83.2 76.3 76.8 122.7 76.2

その他 73,535 － 23 － － 73,559

前年同期比(％) 100.6 － 13.7 － － 97.6

営業収益合計 2,281,861 1,058,096 229,930 168,948 58,937 3,797,773

前年同期比(％) 99.8 105.7 100.0 105.0 122.4 101.9

（注）上記サービスフィー収入に対する全加盟店の同期間地区別総取扱高、総取扱件数並びに

総受取手数料は、以下の通りであります。

（単位：千円/件）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

総取扱高 453,344,222 260,551,946 55,015,740 38,308,175 15,169,228 822,389,312

総取扱件数 356,842 50,746 13,410 16,825 3,673 441,496

総受取手数料 30,152,200 16,330,175 3,354,619 2,549,726 862,201 53,248,922
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当事業年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）における加盟店数の地域別

並びに営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下の通りであります。

（単位：店）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

新規加盟店数 21 12 6 11 7 57

退店(解約)数 38 25 4 2 2 71

事業年度末
加盟店数

445 325 99 88 37 994

前年同期比(％) 96.3 96.2 102.1 111.4 115.6 98.6

（単位：千円）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

サービスフィー収入 1,840,061 995,339 244,726 174,435 58,701 3,313,264

前年同期比(％) 100.6 99.1 115.3 108.9 108.8 101.6

ＩＴサービス収入 313,230 － － － － 313,230

前年同期比(％) 102.5 － － － － 102.5

加盟金収入 75,228 48,589 17,988 9,411 5,807 157,024

前年同期比(％) 102.2 90.2 102.4 107.3 116.7 98.9

その他 67,298 － － － － 67,298

前年同期比(％) 91.5 － － － － 91.5

営業収益合計 2,295,818 1,043,928 262,714 183,847 64,509 3,850,817

前年同期比(％) 100.6 98.7 114.3 108.8 109.5 101.4

（注）上記サービスフィー収入に対する全加盟店の同期間地区別総取扱高、総取扱件数並びに

総受取手数料は、以下の通りであります。

（単位：千円/件）

首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 北海道 合計

総取扱高 449,120,198 262,268,799 66,245,827 42,288,958 16,091,177 836,014,962

総取扱件数 360,003 47,751 13,820 16,320 5,127 443,021

総受取手数料 30,275,968 16,315,832 3,918,483 2,770,500 946,894 54,227,679

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

① 資産

流動資産は、前事業年度末に比べて、3.5%増加し、5,830百万円となりました。これは主として

現金及び預金が増加したことによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて、13.6%減少し、1,810百万円となりました。これは主として

ソフトウエアが減少したことによります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて1.1%減少し、7,641百万円となりました。
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② 負債

流動負債は、前事業年度末と比べて、10.3%減少し、1,109百万円となりました。これは主として

未払消費税等が減少したことによります。

固定負債は、前事業年度末と比べて、1.7%減少し、174百万円となりました。これは主として

リフォーム保障引当金が減少したことによります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて、9.2%減少し、1,284百万円となりました。

③ 純資産

純資産合計は、前事業年度末に比べて、0.7%増加し、6,356百万円となりました。これは主として

繰越利益剰余金の増加によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ237百万円

増加（12.5%増）し、当事業年度末には2,137百万円となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度における営業活動の結果得られた資金は、867百万円（前事業年度は1,294百万円の収入）

となりました。これは主として税引前当期純利益985百万円の計上によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度における投資活動の結果得られた資金は、30百万円（前事業年度は526百万円の使用）

となりました。これは主として長期貸付金の回収によるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度における財務活動の結果使用した資金は、660百万円（前事業年度は418百万円の使用）

となりました。これは主として配当金の支払いや自己株式の取得によるものであります。

（４）今後の見通し

依然物価上昇トレンドが収まらず、景気の先行き、一般消費者の購買需要への影響が懸念される中、不動産・

住宅市場および金利動向にも充分留意が必要な状況です。当社といたしましては、今後一層、加盟店における採

用・人材強化への支援、店舗経営の合理化支援や、事業規模拡大支援に注力することにより、環境の変化に柔軟

に適応した加盟店業績の伸長を導いていくことといたします。以上を踏まえ、当社の収益の柱であるサービスフ

ィー収入の次期見通しは、3,445百万円（当期比4.0％増）とし、また加盟店数に関しては、当期より実施してい

る施策を改善継続することにより、80店の新規加盟店の獲得を目指しております。一方、販売費及び一般管理費

に関しては、加盟店獲得強化のための集客施策及びセキュリティシステムの強化・改修等に伴う費用の増加など

を織り込み、2,004百万円（同2.1％増）といたしました。結果として次期の営業収益は3,982百万円（当期比3.4

％増）、営業利益977百万円（同4.4％増）、経常利益1,021百万円（同3.6％増）、当期純利益700百万円(同3.8％

増) と見通しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の利害関係者の多くは、国内の株主、取引先であり、また資金調達の必要性も乏しいことから、会計

基準につきましては日本基準を適用しております。

また、今後につきましては、東京証券取引所スタンダード市場に上場している他社の国際会計基準の適用

動向等を踏まえた上で、国際会計基準の適用について検討していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,900,277 2,137,938

営業未収入金 501,235 451,067

有価証券 3,200,000 3,200,000

前払費用 23,176 25,257

その他 54,863 48,110

貸倒引当金 △48,514 △31,805

流動資産合計 5,631,038 5,830,567

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 135,091 135,091

減価償却累計額 △48,874 △55,810

建物附属設備（純額） 86,217 79,280

工具、器具及び備品 226,501 232,753

減価償却累計額 △189,912 △196,845

工具、器具及び備品（純額） 36,588 35,907

リース資産 6,246 6,246

減価償却累計額 △5,413 △6,246

リース資産（純額） 832 -

有形固定資産合計 123,638 115,187

無形固定資産

ソフトウエア 742,024 546,714

ソフトウエア仮勘定 4,332 25,157

電話加入権 1,966 1,966

無形固定資産合計 748,323 573,838

投資その他の資産

投資有価証券 791,250 835,000

長期貸付金 260,184 140,184

固定化営業債権 35,670 63,273

長期前払費用 622 1,390

繰延税金資産 83,380 58,780

差入保証金 88,359 86,483

貸倒引当金 △35,854 △63,457

投資その他の資産合計 1,223,611 1,121,654

固定資産合計 2,095,574 1,810,680

資産合計 7,726,613 7,641,247
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 159,770 174,216

リース債務 880 -

未払金 126,281 108,605

未払費用 115,120 127,475

未払法人税等 203,471 166,298

未払消費税等 107,372 58,057

契約負債 399,369 368,488

預り金 37,241 28,280

賞与引当金 87,010 78,000

流動負債合計 1,236,517 1,109,422

固定負債

退職給付引当金 147,707 147,000

リフォーム保障引当金 27,839 25,583

資産除去債務 2,400 2,400

固定負債合計 177,946 174,983

負債合計 1,414,464 1,284,406

純資産の部

株主資本

資本金 517,750 517,750

資本剰余金

資本準備金 168,570 168,570

資本剰余金合計 168,570 168,570

利益剰余金

利益準備金 30,724 30,724

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 6,028,881 6,234,360

利益剰余金合計 6,059,605 6,265,084

自己株式 △698,873 △890,013

株主資本合計 6,047,052 6,061,390

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 265,097 295,450

評価・換算差額等合計 265,097 295,450

純資産合計 6,312,149 6,356,841

負債純資産合計 7,726,613 7,641,247
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業収益

サービスフィー収入 3,259,843 3,313,264

ＩＴサービス収入 305,568 313,230

加盟金収入 158,802 157,024

その他 73,559 67,298

営業収益合計 3,797,773 3,850,817

営業原価 946,322 951,493

営業総利益 2,851,451 2,899,323

販売費及び一般管理費 1,975,720 1,963,239

営業利益 875,730 936,084

営業外収益

受取利息 480 620

受取配当金 31,390 29,375

受取事務手数料 13,651 12,261

受取遅延損害金 2,461 448

受取和解金 - 6,500

その他 3,641 3,405

営業外収益合計 51,625 52,610

営業外費用

支払利息 41 8

支払手数料 - 286

為替差損 1,690 1,661

その他 - 0

営業外費用合計 1,731 1,956

経常利益 925,624 986,738

特別利益

投資有価証券売却益 29,142 -

特別利益合計 29,142 -

特別損失

有形固定資産除却損 1,635 -

無形固定資産除却損 - 1,541

特別損失合計 1,635 1,541

税引前当期純利益 953,131 985,197

法人税、住民税及び事業税 283,082 299,508

法人税等調整額 17,678 11,203

法人税等合計 300,760 310,711

当期純利益 652,370 674,485
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営業原価明細書

前事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

サービスフィー原価 337,637 35.7 345,224 36.3

広告拠出金 325,984 34.5 331,426 34.8

ＩＴサービス原価 226,469 23.9 210,420 22.1

人件費 45,509 4.8 44,803 4.7

その他 10,721 1.1 19,619 2.1

営業原価 946,322 100.0 951,493 100.0
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 517,750 168,570 168,570 30,724 5,793,405 5,824,130 △698,827 5,811,623

当期変動額

剰余金の配当 △416,895 △416,895 △416,895

当期純利益 652,370 652,370 652,370

自己株式の取得 △46 △46

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － 235,475 235,475 △46 235,428

当期末残高 517,750 168,570 168,570 30,724 6,028,881 6,059,605 △698,873 6,047,052

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 338,756 338,756 6,150,379

当期変動額

剰余金の配当 △416,895

当期純利益 652,370

自己株式の取得 △46

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△73,659 △73,659 △73,659

当期変動額合計 △73,659 △73,659 161,769

当期末残高 265,097 265,097 6,312,149
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当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 517,750 168,570 168,570 30,724 6,028,881 6,059,605 △698,873 6,047,052

当期変動額

剰余金の配当 △469,006 △469,006 △469,006

当期純利益 674,485 674,485 674,485

自己株式の取得 △191,140 △191,140

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － 205,479 205,479 △191,140 14,338

当期末残高 517,750 168,570 168,570 30,724 6,234,360 6,265,084 △890,013 6,061,390

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 265,097 265,097 6,312,149

当期変動額

剰余金の配当 △469,006

当期純利益 674,485

自己株式の取得 △191,140

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

30,353 30,353 30,353

当期変動額合計 30,353 30,353 44,692

当期末残高 295,450 295,450 6,356,841
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 953,131 985,197

減価償却費 260,105 248,774

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,210 △9,010

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,070 △707

リフォーム保障引当金の増減額（△は減少） △947 △2,255

貸倒引当金の増減額（△は減少） 517 10,894

受取利息及び受取配当金 △31,870 △29,995

支払利息 41 8

支払手数料 - 286

投資有価証券売却損益（△は益） △29,142 -

有形固定資産除却損 1,635 -

無形固定資産除却損 - 1,541

未収入金の増減額（△は増加） △133 △645

営業債権の増減額（△は増加） △35,953 22,565

前払費用の増減額（△は増加） 6,671 △2,081

未収消費税等の増減額（△は増加） 61,017 -

営業債務の増減額（△は減少） 16,218 14,445

未払金の増減額（△は減少） 5,022 4,152

未払費用の増減額（△は減少） △550 12,355

未払消費税等の増減額（△は減少） 107,372 △49,314

その他の資産の増減額（△は増加） 2,413 6,540

その他の負債の増減額（△は減少） 24,480 △40,227

小計 1,369,312 1,172,524

利息及び配当金の受取額 31,521 30,854

利息の支払額 △41 △8

法人税等の支払額 △106,707 △336,294

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,294,085 867,075

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △500,000 -

有形固定資産の取得による支出 △2,995 △10,853

無形固定資産の取得による支出 △99,302 △76,683

投資有価証券の売却による収入 61,875 -

長期貸付金の回収による収入 16,000 120,000

長期前払費用の取得による支出 △1,118 △1,353

差入保証金の回収による収入 1,217 264

差入保証金の差入による支出 △1,734 △468

投資活動によるキャッシュ・フロー △526,057 30,905

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △1,292 △880

自己株式の取得による支出 △46 △191,426

配当金の支払額 △416,848 △468,012

財務活動によるキャッシュ・フロー △418,187 △660,320

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 349,840 237,660

現金及び現金同等物の期首残高 1,550,437 1,900,277

現金及び現金同等物の期末残高 1,900,277 2,137,938
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

(資産除去債務の見積りの変更)

当事業年度において、関西支店の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務について、関西支店の移転予定に伴い、

原状回復費用の新たな情報を入手し、見積りの変更を行いました。

なお、関西支店の資産除去債務については、負債計上に代えて、賃貸借契約に関連する敷金の回収が最終的に見

込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当事業年度の負担に属する金額を費用に計上する簡便的な

方法によっております。

この変更による当事業年度の営業利益、経常利益、税引前当期純利益への金額の影響は軽微なものであります。

(セグメント情報等)

当社は不動産フランチャイズ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(持分法損益等)

当社は関連会社がないため、該当事項はありません。

(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 605円64銭 619円45銭

１株当たり当期純利益 62円59銭 64円86銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益(千円) 652,370 674,485

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 652,370 674,485

期中平均株式数(株) 10,422,369 10,399,138

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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